
　
本
市
で
は
、平
成
28
年
３
月
に
、

最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
へ

の
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和

元
年
度
ま
で
を
推
進
期
間
と
す
る

「
能
代
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し

た
。

　
依
然
と
し
て
、
東
京
一
極
集
中

が
続
く
中
、
本
市
に
お
い
て
も
若

者
の
流
出
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
人
口
減
少
の
抑
制
や

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
検

証
結
果
に
加
え
、
新
た
な
視
点
や

考
え
方
を
取
り
入
れ
た
「
第
２
期

能
代
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
ま
し
た
。

問
合
せ
　
人
口
政
策
・
移
住
定
住

　
推
進
室 

☎
89
・
２
１
６
３

　
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

　
第
２
期
総
合
戦
略
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
結
果
や
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
踏
ま
え
、
よ
り
必
要
性
が

高
い
、
ま
た
は
効
果
が
高
ま
る
と

考
え
ら
れ
る
分
野
に
絞
っ
て
目
標

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
目
標
に
向
か
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
市
の
取
組
は
も
ち

ろ
ん
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
や
市
民

の
皆
さ
ん
の
日
々
の
活
動
、
ご
協

力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、

共
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

第
２
期
推
進
期
間
令
和
２
〜
６
年
度

能
代
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た

第２期総合戦略の
詳細はこちら

第２期総合戦略の目指すべき方向

４つの基本目標
①若者や子育て世代も安心して
　働けるしごとと環境をつくる
施策１　次世代エネルギー関連産業の創出と
　　　　企業誘致の促進
施策２　既存産業の魅力向上
施策３　起業と事業承継の推進
施策４　地域資源を活かした交流人口の拡大

③出会い・結婚・出産・子育てに
　関する望みがかなう地域をつくる
施策１　結婚への望みをかなえるための支援
施策２　出産・子育ての望みをかなえ暮らせる
　　　　地域の実現

　このほか、人口減少が進む中でも地域の課題解決に向け、関係人口の創出や未来技術の活用に
分野横断的に取り組み、本市の地域力を高めます。

④安心して暮らせる元気な地域を
　つくる
施策１　地域の未来を支える人づくりと
　　　　地域づくり
施策２　安全・安心な暮らしを守る都市
　　　　機能の維持

②移住・定住を推進し能代で暮らす
　人の流れをつくる
施策１　新規高校卒業者の地元定着の推進
施策２　新規大学等卒業者や首都圏等在住者の
　　　　ふるさと回帰の促進
施策３　能代での新たな暮らしを目指す移住・
　　　　定住の推進
施策４　情報発信と相談・サポート体制の充実

この地域の将来を見据えた 「均衡のとれた人口構成」
若者の地元定着やふるさと回帰などによる「社会減の抑制」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
情
報
（
７
月
３
日
現
在
）

※
８
・
９
ペ
ー
ジ
に
も

　
関
連
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す

　丁
寧
な
手
洗
い
で
左
の
表
の
よ

う
に
、
十
分
に
ウ
イ
ル
ス
を
除
去

で
き
ま
す
。
外

出
先
や
帰
宅
時

な
ど
、
感
染
予

防
の
た
め
手
洗

い
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

石
け
ん
や
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
で

丁
寧
な
手
洗
い
を

身
近
な
物
の
消
毒
に
は

熱
水
や
塩
素
系
漂
白
剤
、

 

一
部
の
洗
剤
も
有
効
で
す

丁
寧
な
手
洗
い
や
消
毒
で

身
の
回
り
を
清
潔
に
し
ま
し
ょ
う

同
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
各
種
支
援
の
お
知
ら
せ

傷病手当金制度

市
民
保
険
課
　
　
　
☎
89・２
１
５
９

地
域
局
市
民
福
祉
課
☎
73・２
１
１
４

健
康
づ
く
り
課

　
☎
58・２
８
３
８

※製品評価技術基盤機
構（NITE）のホーム
ページでは洗剤のリ
ストを確認できます

保険料の減免

　給与などの支払いを受けている被保険者が同ウイルス感染症により仕事を
休み、十分な報酬が受けられない場合に支給されます。

対象者（以下の①～④をすべて満たす方）
①後期高齢者医療制度に加入している
②同ウイルスに感染または感染が疑われる
③②の療養のため、労務に服することができない期間がある
④③の期間中、給与などの全部または一部が支給されない

　認定要件や申請方法などの詳細は、７月中旬、秋田県後期高齢者医療
広域連合から被保険者に送付されるリーフレットをご覧いただくか、お
問い合わせください。

　同ウイルス感染症により収入減少が見込まれる方などの保険料が減免され
ます。

要件
　世帯主などの事業収入や給与収入など、収入の種類ごとに見た令和２年の
収入が令和元年に比べて 10 分の３以上減少する見込みであること　など

支給額　１日当たりの支給額（※１）　×　支給対象となる日数（※２）
※１  直近３カ月間の給与収入額÷直近３カ月間の労務日数×2/3
※２  労務に服することができなくなった日から起算して３日を経過した日から、

労務に服することができない期間のうち就労を予定していた日数

手洗いの回数

なし

１回 数百個

約100万個

残存ウイルス数

数個
２回
繰り
返す

石けんや
ハンドソープで
10秒もみ洗い後
流水で
15秒すすぐ

食器や箸などを
80℃の熱水に
10分間さらす

有効な界面活性剤が
含まれる家庭用洗剤
で消毒できます

ハイターやブリーチ
などを濃度0.05％
に薄めて拭く
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